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使用者が設定した目標に対する運動量・達成度をリアルタイムで見える化

使用者の運動に対するモチベーション回復

【ウェアラブル端末】

小型ディスプレイ

光学式心拍センサ

ARGBストリップ

・アンケートを取り、webブラウザのUIを最適化

・数人に実際にウェアラブル端末を着用して運動してもらい、運動に対するモチ

ベーション増加が起こった調査を実施

・Arduino unoでWROOM-002を操作する
https://blog.cfm-art.net/archives/1077
・ESP32のSPIFFS領域内のHTMLファイルでLチカWEB Serverを立てる
https://wak-tech.com/archives/1589
・Arduinoと心拍センサーを使って生体信号である脈拍を計測してみる
https://kenyu-life.com/2018/11/22/pulse_sensor/

【使用者】

・心拍数、使用者の身体情
報を基にディスプレイ、
ARGBストリップを用い
て運動量・強度を表示

・体重、年齢などの身体情
報をブラウザに入力

・使用者の情報を送信

【スマートフォン】

【ディスプレイUI】
ビットマップを用い
て数値・アニメーシ
ョン・メッセージを
表示
心拍数に加え
・消費カロリー
・走行距離
・運動強度
を表示して使用者に
わかりやすく運動状
況を伝達
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【ARGBストリップ】
運動量、または運動
強度を色に変換して
表示
帽子のつばの部分に
取り付け、使用者に
直感的な達成度の伝
達

・HTMLでブラウ
ザページを作成

【ハードウェア】

光学脈拍センサ

【ソフトウェア】

マイコン

小型ディスプレイ

ARGBストリップ

マイコン

Webページを提供

使用者が帽子を着用した状
態で視界に入る位置に小型
ディスプレイを配置

心拍数の値

色変換

数値を表示

クリップを用いて使用者の
耳たぶとセンサを密着させ、
値をセンシングする

ESP32

図４ ハードウェアの動作

図５ ソフトウェアの動作

図２ 全体設計

ブラウザ上に数値を入
力、出力に反映させる

ディスプレイから運動量に関する具体的な数値をARGBス
トリップから視覚的な運動の達成度をそれぞれリアルタイム
で見える化することで使用者のモチベーション増加を図る。

図３ 出力

Webサーバ

既存デバイスとの違い
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【既存のウェアラブル端末】 【本端末】

・運動量を確認する際、腕を上げて
画面を確認する、ボタンを押すと
いった動作が必要

・価格4000円～

・常にディスプレイが使用者の視界
に入っているため運動量を確認す
る際余分な動作がいらない

・材料費3000円 機能が限定され
ているため低コストでの生産が可
能

既存のウェアラブル端末と比べて使用者の運動を妨げ
ることなく運動を促進させることが可能

・近年コロナウイルスや気温上昇により人々の運動量が低下
・リスクが少ない運動としてランニングやウォーキングが推奨されているが
総じて減少傾向
・これらから私たちは現在の人々の運動量減少の最たる原因は運動に対する
モチベーションの低下にあると着目

【厚生労働省 新型コロナウイルス感染拡大に係るメンタルヘルスの変化】

図１ 研究背景に関するデータ


